
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】自然由来の霊芝は健康食品、機能性食品はその品質の安定を常に求められている
。特に低分子、高分子、水溶性多糖体がどのような組成比率で構成されているかはこれま
で分析されていない。培地の樹の種類によって組成構成が解明でき、抗腫瘍性の機能性に
ついて追求できる基礎を確率する。
【解決手段】多くの樹の種類から霊芝を栽培することから、それぞれの樹が持つ特性と霊
芝の成分の遺伝的要素との対比が出来た。これまで水溶性多糖体の多くは霊芝が持つ遺伝
的要因と見られていたが、低分子、高分子の水溶性多糖体は培地由来であることが解った
。このことから培地の樹の選択から安定した水溶性多糖体の組成構造が安定的に得られ、
健康食品、機能性食品の品質の安定が得られることが可能になった。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
霊 芝 （ サ ル ノ コ シ カ ケ 科 マ ン ネ ン ダ ケ ） の 栽 培 に お い て 、 培 地 と し て 利 用 す る 樹 の 選 択 、
果 樹 の 樹 や そ れ ら の 剪 定 材 や 桑 、 楢 の 樹 等 の 異 な っ た 素 材 を 培 地 と し て 選 択 す る 事 に よ っ
て 、 水 溶 性 多 糖 体 の 量 的 格 差 が 生 じ 、 組 成 構 成 に お い て も 異 な っ た 含 有 率 を 示 し た 。 そ の
格 差 は 高 分 子 、 水 溶 性 多 糖 体 ほ ど 多 く な っ た 。 培 地 に 利 用 す る 樹 の 種 類 に よ っ て 霊 芝 の 菌
糸 体 、 子 実 体 に 含 有 す る 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 構 成 の 含 有 量 が 数 倍 か ら ７ ０ 倍 以 上 の 格 差 が
生 じ る こ と を 発 見 し た 。
果 樹 材 の 剪 定 材 、 桑 、 楢 な ど の 樹 を チ ッ プ 状 に 粉 砕 し て 、 培 地 と し て 利 用 し 、 霊 芝 を 栽 培
す る と 、 水 溶 性 低 分 子 及 び 高 分 子 多 糖 体 の ガ ラ ク ト ー ス 、 グ ル コ ー ス 、 マ ン ノ ー ス 、 フ コ
ー ス 、 ア ラ ビ ノ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス 、 キ シ ロ ー ス 等 の 含 有 量 が そ れ ぞ れ 樹 の 特 性 と し て 現 れ
、 そ の 含 有 率 の 格 差 は 数 倍 か ら ７ ０ 倍 以 上 に な る 。
霊 芝 は 培 地 に 利 用 す る 樹 の 品 種 に よ っ て 異 な っ た 、 水 溶 性 多 糖 体 を 生 成 し 生 育 す る 。 霊 芝
の 栽 培 に お い て あ ら か じ め 、 培 地 と し て 利 用 す る 樹 の 種 類 と そ の 培 地 か ら 育 成 さ れ る 霊 芝
が 組 成 す る 水 溶 性 多 糖 体 を 分 析 し 、 目 的 と す る 組 成 構 成 に 合 っ た 培 地 の 配 合 を お こ な い 、
霊 芝 の 菌 を 培 養 す る と 菌 糸 体 、 子 実 体 に 医 薬 学 的 に 必 要 と す る こ れ ら の 水 溶 性 多 糖 体 の 組
成 を 有 す る 構 成 の 目 的 別 に 栽 培 で き る 。
霊 芝 の 栽 培 に お い て 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 構 成 を 計 画 し 、 培 地 の 樹 の 選 択 と 配 合 に よ っ て 、
霊 芝 に 各 種 の 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 目 的 に 合 わ せ 、 栽 培 す る 技 術 開 発 。
【 請 求 項 ２ 】
霊 芝 の 栽 培 に お い て 、 あ ら か じ め 樹 か ら 生 成 す る 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 を 分 析 し 、 目 的 と す
る 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 の 配 合 比 率 に 基 づ き 数 種 類 の 樹 の チ ッ プ を 組 み 合 わ せ 、 培 地 に 入 れ
栽 培 す る と 配 合 比 率 に 基 づ く 、 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 配 合 が 得 ら れ る 。
樹 の 種 類 に よ っ て 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 の ガ ラ ク ト ー ス 、 グ ル コ ー ス 、 マ ン ノ ー ス 、 フ コ ー
ス 、 ア ラ ビ ノ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス 、 キ シ ロ ー ス 等 の 含 有 量 に 相 違 が あ り 、 複 合 的 に 組 み 合 わ
す こ と か ら 、 多 糖 体 の 組 成 配 合 比 率 を 計 画 し 、 霊 芝 に 含 ま れ る 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 構 成 が
得 ら れ 、 目 的 に 合 わ せ 複 合 的 に 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 を 生 成 さ せ 栽 培 が 出 来 る 。
水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 比 率 に 基 づ き 、 樹 を 選 択 し 、 培 地 に 利 用 す る 樹 の 配 合 比 率 か ら 目 的 と
す る 水 溶 性 多 糖 体 構 成 を 組 成 さ せ る 技 術 開 発 。
【 請 求 項 ３ 】
霊 芝 の 栽 培 に お い て 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 の う ち 高 分 子 多 糖 体 の 組 成 、 ア ラ ビ ノ ー ス 、 キ シ
ロ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス 、 ガ ラ ク ト ー ス 、 グ ル コ ー ス 、 マ ン ノ ー ス は 培 地 に 利 用 す る 樹 の 品 種
に よ っ て 含 有 比 率 構 成 が 変 化 す る 。 こ れ ら の 高 分 子 の 水 溶 性 多 糖 体 は そ れ ぞ れ 機 能 性 を 有
し て お り 、 含 有 量 の 多 さ を 求 め ら れ て い る 。
カ キ 、 ク ワ 等 を 培 地 に 入 れ 霊 芝 を 栽 培 す る と 高 分 子 の 水 溶 性 多 糖 体 の ア ラ ビ ノ ー ス 、 ガ ラ
ク ト ー ス 、 キ シ ロ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス の 含 有 率 は 高 く 、 選 択 的 に 利 用 す る こ と に よ っ て 高 分
子 、 水 溶 性 多 糖 体 の ア ラ ビ ノ ー ス 、 ガ ラ ク ト ー ス 、 キ シ ロ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス の 持 つ 機 能 性
の 高 い 品 質 が 得 ら れ る 。
サ ク ラ 、 リ ン ゴ 等 の 樹 を 培 地 に 入 れ 霊 芝 を 栽 培 す る と 高 分 子 、 水 溶 性 多 糖 体 の ガ ラ ク ト ー
ス 、 マ ン ノ ー ス 、 グ ル コ ー ス の 含 有 量 が 高 く な る 。 選 択 的 に サ ク ラ 、 リ ン ゴ の 樹 を 培 地 に
し て 栽 培 す る と 高 分 子 、 水 溶 性 多 糖 体 の ガ ラ ク ト ー ス 、 マ ン ノ ー ス 、 グ ル コ ー ス の 機 能 性
の 高 い 栽 培 が 出 来 る 。
高 分 子 、 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 構 成 と そ の 含 有 比 率 を 高 め る た め に 、 培 地 に 配 合 す る 樹 を 選
択 し 、 栽 培 す る 技 術 開 発 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 霊 芝 の 水 溶 性 多 糖 体 の 含 有 に お け る 栽 培 の 技 術 に 関 す る
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
菌 茸 類 の 人 口 栽 培 の 歴 史 は 古 い 、 栽 培 目 的 の 多 く は 生 食 で あ り 、 他 に は 健 康 食 品 と し て 生
産 さ れ て い る 。 し か し 、 霊 芝 に 含 ま れ る 多 糖 体 の 構 成 比 率 を 分 析 し 、 多 糖 体 の 構 成 比 率 に
基 づ き 、 培 地 の 配 合 を 計 画 し 栽 培 さ れ て い な い 。
こ れ ま で 、 菌 茸 類 に 含 ま れ る 高 分 子 多 糖 体 の 一 つ 、 β － グ ル カ ン 及 び β － Ｄ － グ ル カ ン の
含 有 量 に つ い て は 各 企 業 で 分 析 は さ れ て い る が 低 分 子 、 高 分 子 の 水 溶 性 多 糖 体 の グ ル コ ー
ス 、 ガ ラ ク ト ー ス 、 キ シ ロ ー ス 、 ア ラ ビ ノ ー ス 、 マ ン ノ ー ス 、 フ コ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス の 複
合 体 と そ の 含 有 量 を 計 画 し 、 樹 の 選 択 や 他 の 素 材 を 培 地 に 入 れ 栽 培 さ れ て い な い 。 β － グ
ル カ ン 、 β － Ｄ － グ ル カ ン 以 外 の 多 糖 類 の 組 成 構 成 比 率 に よ る 機 能 性 研 究 は 今 後 の 医 薬 学
会 の 課 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
菌 茸 類 に は β － グ ル カ ン 、 β － Ｄ － グ ル カ ン を 初 め 多 く の 多 糖 体 の 存 在 が 認 め ら れ て い る
。 こ の 分 野 の 研 究 課 題 は 水 溶 性 の 高 分 子 多 糖 体 及 び 低 分 子 多 糖 体 の 組 成 構 成 が ど の よ う な
機 能 性 を 有 し て い る か に あ り 、 機 能 性 の 研 究 に お い て は そ の 構 成 と 組 成 比 率 を 確 定 す る こ
と が 基 礎 研 究 の 課 題 で あ る 。
こ れ ま で 樹 の 種 類 を 複 数 配 合 し 、 低 分 子 、 高 分 子 水 溶 性 多 糖 体 の 構 成 比 率 を 確 定 し 、 量 的
安 定 下 の 基 に 基 礎 研 究 が さ れ て い な い 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 菌 茸 類 な ど の 自 然 由 来 の 素 材 は 、 研 究 課 題 と す る 組 成 成 分 の 安 定 性 に 乏 し く 、 そ
の た め に 研 究 課 題 の 再 現 性 に 問 題 が 生 じ て い た 。 こ れ ま で 菌 茸 類 の 培 地 に 利 用 す る 樹 の 種
類 、 素 材 の バ イ オ コ ン バ ー ジ ョ ン の 差 に よ っ て 水 溶 性 多 糖 体 並 び に 高 分 子 水 溶 性 多 糖 体 類
の 構 成 比 率 が 変 化 す る こ と が 判 明 さ れ て い な か っ た 。 そ の た め に 機 能 性 実 験 の 再 現 性 に 格
差 が 生 じ て い た 。 培 地 の 組 成 は 樹 の 種 類 、 採 集 時 期 、 採 取 地 の 土 壌 環 境 、 採 取 地 の 気 候 環
境 に よ っ て 、 リ グ ニ ン 質 、 タ ン ニ ン 質 の 分 子 数 、 糖 質 の 違 い と そ の 含 有 量 、 ミ ネ ラ ル の 種
類 と そ の 含 有 量 等 に 違 い が あ り 、 均 一 で は な く 、 培 地 の 組 成 に よ っ て 高 分 子 、 低 分 子 、 水
溶 性 多 糖 体 の 組 成 構 成 に 格 差 が 生 じ る 。 多 糖 体 の 組 成 構 成 と 含 有 量 は 霊 芝 が 持 つ 遺 伝 的 要
因 よ り も 培 地 の バ イ オ コ ン バ ー ジ ョ ン に 依 存 す る 要 因 が 強 い こ と が 判 明 さ れ た 。
霊 芝 の 栽 培 で は 培 地 の 組 成 配 合 構 造 に よ っ て 、 生 育 す る 菌 糸 体 、 子 実 体 の 組 成 に 違 い が 生
じ 、 常 に 均 一 で は な い こ と が 判 明 し た 。
培 地 の バ イ オ コ ン バ ー ジ ョ ン を 均 一 に す る こ と か ら 均 一 な 菌 茸 類 の 高 分 子 、 低 分 子 の 水 溶
性 多 糖 体 が 得 ら れ 基 礎 的 な 医 薬 学 的 研 究 を 安 定 的 に 推 進 が 可 能 と な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
霊 芝 の 栽 培 に お い て 培 地 に 利 用 す る 樹 の 選 定 を 果 実 の 剪 定 材 を 選 択 し た 目 的 は 、 毎 年 同 一
果 樹 園 に お い て 剪 定 作 業 を 行 っ て お り 、 そ の 材 質 を 利 用 す る こ と か ら 培 地 に 利 用 す る 樹 の
種 類 、 及 び 生 育 環 境 の 安 定 性 が 得 ら れ 継 続 的 な 基 礎 研 究 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
霊 芝 を 栽 培 す る 培 地 を 果 実 の 樹 カ キ 、 ウ メ 、 リ ン ゴ 、 ブ ド ウ 、 サ ク ラ の 剪 定 材 と 他 に ク ワ
、 ナ ラ の 樹 を チ ッ プ 状 に 粉 砕 し 、 他 に 混 合 剤 と し て フ ス マ を 入 れ 、 配 合 比 率 を 同 一 に し て
栽 培 し た 。 生 育 し た 子 実 体 に お い て 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 を 比 較 し た 。
そ れ ぞ れ の 子 実 体 を 凍 結 乾 燥 し ミ キ サ ー に よ っ て 粉 砕 し 、 粉 砕 後 の 粉 末 １ ０ ｇ に 対 し て ２
０ ０ ｍ ｌ の 蒸 留 水 を 加 え 、 室 温 下 で ３ 時 間 の 振 と う を 行 い 、 振 と う 後 、 濾 過 し 、 ろ 液 と 残
さ と に 分 離 し 、 全 て の 濾 過 液 を 合 わ せ 水 溶 性 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ ） と し た 。 残 さ れ た 、 残 さ を
回 収 し 、 凍 結 乾 燥 後 、 水 不 溶 性 画 分 （ Ｗ Ｉ Ｓ ） と し た 。 水 不 溶 性 多 画 分 （ Ｗ Ｉ Ｓ ） の ９ ２
～ ９ ３ ％ を グ ル コ ー ス か ら 構 成 さ れ て お り こ れ ら は β － グ ル カ ン で あ る と 示 唆 で き る 。
水 溶 性 多 糖 画 分 は 濃 縮 後 、 エ チ ル ア ル コ ー ル を 加 え 、 一 定 期 間 低 温 室 に 管 理 後 、 遠 心 操 作
に よ り 、 沈 殿 物 と 上 清 と に 分 離 し 、 沈 殿 物 は 蒸 留 水 に よ っ て 、 透 析 し て 高 分 子 多 糖 画 分 （
Ｗ Ｓ － Ｈ ） と し て 回 収 し た 。
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水 溶 性 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ ） 及 び （ Ｗ Ｓ － Ｈ ） を 加 水 分 解 し 、 分 解 物 を 減 圧 乾 固 し た 。
反 応 物 を 炭 酸 バ リ ウ ム に よ っ て 中 和 後 、 濾 過 し 、 ろ 液 を Ａ ｍ ｂ ｅ ｒ ｌ ｉ ｔ ｅ Ｉ Ｒ － １ ２ ０
（ Ｈ ＋ 型 ） で 処 理 し 減 圧 乾 固 し た 。 得 ら れ た 加 水 分 解 物 中 の 構 成 中 性 単 糖 は パ ル ス ド ア ン
ベ メ ト リ ー 検 出 、 陰 イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ Ｈ Ｐ Ａ Ｅ Ｃ ） に よ っ て 分 析 し た 。
そ の 結 果 、 水 溶 性 多 糖 体 （ Ｗ Ｓ ） の 含 有 量 は カ キ 、 ク ワ 、 サ ク ラ 、 ウ メ 、 ブ ド ウ 、 リ ン ゴ
、 ナ ラ に 違 い が あ り 、 子 実 体 の 乾 燥 重 量 あ た り １ ６ ０ ～ ３ ３ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ｇ の 格 差 が 生 じ
、 そ の 差 は ２ 倍 以 上 と な り 、 構 成 糖 組 成 の 差 は １ ． ９ ３ 倍 か ら １ １ ． ２ ２ 倍 に な っ た 。
水 溶 性 多 糖 画 分 よ り 分 別 し た 高 分 子 多 糖 画 分 の 含 有 量 は 約 ２ ０ ～ ６ ８ ｍ ｇ ／ １ ０ ｇ で 格 差
は 低 分 子 よ り 多 く 、 ３ ． ４ 倍 に な り 、 構 成 糖 組 成 は 、 約 ２ 倍 か ら 最 大 ７ ０ 倍 以 上 の 大 き な
違 い が 生 じ た 。
水 溶 性 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ ） の 糖 組 成 の 最 低 と 最 高 の 含 有 量 格 差 は 、 以 下 で あ る 。
ラ ム ノ ー ス 　 　 １ ３ ． ２ ２ 倍
キ シ ロ ー ス 　 　 　 ８ ． ８ ８ 倍 、
ア ラ ビ ノ ー ス 　 　 ８ ． ９ ８ 倍 、
マ ン ノ ー ス 　 　 　 ２ ． ８ １ 倍
グ ル コ ー ス 　 　 　 １ ． ９ ５ 倍
フ コ ー ス 　 　 　 　 ３ ． ０ ４ 倍
ガ ラ ク ト ー ス 　 　 ２ ． ５ ７ 倍 、
水 溶 性 多 糖 画 分 よ り 分 別 し た 高 分 子 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ － Ｈ ） の 最 低 と 最 高 の 含 有 量 格 差 は 、
ア ラ ビ ノ ー ス 　 ７ ９ ． ０ ０ 倍 、
キ シ ロ ー ス 　 　 ２ ９ ． ４ ５ 倍 、
ラ ム ノ ー ス 　 　 ６ ５ ． ２ ９ 倍
マ ン ノ ー ス 　 　 　 ４ ． ２ ５ 倍
グ ル コ ー ス 　 　 　 ２ ． ８ ９ 倍
フ コ ー ス 　 　 　 　 １ ． ６ ４ 倍 、
ガ ラ ク ト ー ス 　 　 ２ ． ０ ５ 倍
の 違 い が あ る こ と が 判 明 し た 。 霊 芝 の 栽 培 に お い て 栽 培 す る 培 地 の 樹 の 選 択 に よ っ て 水 溶
性 多 糖 体 の 組 成 に 大 き な 違 い が 生 じ る こ と が 証 明 さ れ た 。
こ れ ら の 格 差 か ら 多 糖 体 の 多 く が 樹 の 種 類 に 依 存 す る 傾 向 が 強 い こ と が 示 さ れ る 。 な か で
も 高 分 子 多 糖 体 の ア ラ ビ ノ ー ス 、 キ シ ロ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス に 格 差 が 大 き く 、 フ コ ー ス 、 グ
ル コ ー ス 、 マ ン ノ ー ス も ２ 倍 以 上 の 格 差 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
霊 芝 の 栽 培 す る 培 地 に 果 実 の 樹 の カ キ 、 サ ク ラ 、 ウ メ 、 リ ン ゴ 、 ブ ド ウ の 剪 定 材 と ナ ラ 、
ク ワ の 樹 を チ ッ プ 状 に 粉 砕 し 、 他 に つ な ぎ 材 と し て フ ス マ を 重 量 比 ３ ： １ の 配 合 に し 、 等
分 の 重 量 の 水 を 加 え 、 培 地 を 定 量 の ポ ッ ト に 入 れ 、 蒸 気 釜 に よ っ て １ ０ ０ ℃ の 蒸 気 殺 菌 を
行 い 、 ポ ッ ト の 内 部 温 度 が ２ ０ ℃ 以 下 に 冷 却 後 に 霊 芝 の 菌 を 植 菌 し 、 ２ ０ 日 間 、 ２ ０ ℃ の
温 度 に お い て 培 養 を 行 い 、 菌 糸 の 生 育 を 確 認 後 、 ポ ッ ト を 育 成 庫 に お い て 一 定 の 温 度 、 湿
度 、 大 気 の 環 境 を 保 ち 、 霊 芝 の 育 成 を 行 っ た 。
霊 芝 の 栽 培 で は 鹿 角 状 の 形 状 に 生 育 し た 。 こ の 形 状 は β － グ ル カ ン の 含 有 量 が 多 く み ら れ
る 。
生 育 期 間 が ６ ０ ～ ６ ５ 日 に お い て 平 均 ２ ５ ～ ３ ０ ｃ ｍ の 大 き さ に 生 育 し た 。
培 地 の 樹 の 違 い に よ る 生 育 差 は ３ ～ ５ ｃ ｍ の 違 い が 見 ら れ た 。
カ キ 、 ク ワ 、 サ ク ラ 、 ウ メ 、 リ ン ゴ 、 ブ ド ウ 、 ナ ラ を 培 地 の 素 材 に し て 生 育 し た 鹿 角 状 霊
芝 を 収 穫 し 、 天 日 に お い て 水 分 率 １ ５ ％ に な る ま で 乾 燥 さ せ 、 そ の 後 、 凍 結 乾 燥 し 、 ミ キ
サ ー に よ っ て 粉 砕 し た 。 粉 砕 し た そ れ ぞ れ の 霊 芝 に 蒸 留 水 を 加 え 、 室 温 で ３ 時 間 、 振 と う
し た 。
振 と う 後 、 濾 過 す る こ と で 、 ろ 液 と 残 さ と に 分 別 し 、 残 さ は さ ら に 数 回 の 操 作 を 繰 り 返 し
、 全 て の 、 ろ 液 を 合 わ せ 水 溶 性 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ ） と し た 。 残 さ は 回 収 し 、 凍 結 乾 燥 後 、 水
不 溶 性 画 分 （ Ｗ Ｉ Ｓ ） と し た 。
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水 溶 性 多 糖 画 分 は 濃 縮 後 、 ４ 倍 の エ チ ル ア ル コ ー ル を 加 え 、 低 温 管 理 後 に 遠 心 操 作 に よ る
上 清 と 沈 殿 物 と に 分 離 し 、 沈 殿 物 に は 蒸 留 水 に よ る 溶 解 後 、 透 析 し て 、 高 分 子 多 糖 画 分 （
Ｗ Ｓ － Ｈ ） と し て 回 収 し た 。
２ つ の 試 料 の 水 溶 性 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ 、 Ｗ Ｓ － Ｈ ） に ２ Ｎ ト リ フ ル オ ロ 酢 酸 （ Ｔ Ｆ Ａ ） を 加
え 、 １ ０ ０ ℃ 、 ３ 時 間 加 水 分 解 を し 、 分 解 物 を 減 圧 乾 固 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
水 溶 性 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ ） の 乾 燥 重 量 は 樹 の 種 類 に よ っ て 違 い が あ り 、 １ ６ ０ ～ ３ ３ ０ ｍ ｇ
／ １ ０ ｇ の 格 差 が 生 じ た 、 カ キ 、 ク ワ 、 サ ク ラ 、 ウ メ 、 リ ン ゴ に 多 く 、 ナ ラ 、 ブ ド ウ は 低
い 含 有 率 を 示 し た 。 糖 組 成 の 含 有 量 の 格 差 で は 、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高 分 子 水 溶 性 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ － Ｈ ） の 樹 の 違 い か ら 生 じ る 格 差 は １ ９ ～ ６ ８ ｍ ｇ ／ １ ０ ｇ
、 水 溶 性 多 糖 画 分 （ Ｗ Ｓ ） に 占 め る 高 分 子 水 溶 性 多 糖 画 分 に 占 め る 割 合 は 約 １ ０ ～ ２ １ ％
の 格 差 が あ り 、 サ ク ラ 、 ウ メ 、 ナ ラ は 低 く 、 リ ン ゴ 、 ク ワ 、 カ キ は 高 い 比 率 を 示 し た 。
水 溶 性 高 分 子 多 糖 画 分 の 糖 組 成 の 含 有 量 と 格 差 は 、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ９ 】
水 溶 性 多 糖 画 分 の 低 分 子 及 び 高 分 子 の 含 有 量 及 び そ の 糖 組 成 は 樹 の 種 類 で 大 き く 違 い が あ
る 。 ア ラ ビ ノ ー ス 、 キ シ ロ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス の 含 有 量 は カ キ 、 ク ワ に 多 く 、 ブ ド ウ 、 サ ク
ラ は 微 量 の 含 有 量 で あ る 。 ガ ラ ク ト ー ス は リ ン ゴ 、 カ キ に 多 く 、 ナ ラ 、 ブ ド ウ 、 ク ワ は 少
な い 。 グ ル コ ー ス は リ ン ゴ 、 サ ク ラ に 多 く 、 ブ ド ウ 、 ナ ラ は 少 な い 。 マ ン ノ ー ス は リ ン ゴ
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、 ク ワ に 多 く ブ ド ウ 、 ナ ラ に 少 な い 。
ア ラ ビ ノ ー ス 、 キ シ ロ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス 、 ガ ラ ク ト ー ス の 含 有 量 の 多 い 霊 芝 に は 、 樹 は カ
キ 、 ク ワ が 選 択 で き 、 ガ ラ ク ト ー ス 、 マ ン ノ ー ス 、 グ ル コ ー ス の 含 有 量 の 多 い 霊 芝 に は 、
リ ン ゴ 、 サ ク ラ の 選 択 か ら 得 ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
霊 芝 に お け る 漢 方 薬 と し て 利 用 さ れ て い る 歴 史 は 古 く 既 に ３ ０ ０ ０ 年 以 上 に 至 る 。 日 本 で
は 、 １ ９ ８ ０ 年 代 に 盛 ん に 研 究 が 行 わ れ た が 、 当 時 、 医 薬 学 効 果 の 再 現 性 に 苦 慮 し 、 継 続
し た 研 究 が 減 少 し た 。 最 近 で は む し ろ 米 国 、 中 国 、 台 湾 、 韓 国 で 盛 ん に 研 究 さ れ 、 ガ ン 治
療 の 現 場 に も 利 用 さ れ て い る 。 天 然 由 来 の 素 材 の 多 く は 、 医 薬 学 的 物 質 の 分 析 に お い て 常
に 再 現 性 が 課 題 と な る 。 本 発 明 は 、 高 分 子 、 低 分 子 の 水 溶 性 多 糖 体 の 組 成 と な る ア ラ ビ ノ
ー ス 、 キ シ ロ ー ス 、 ラ ム ノ ー ス 、 ガ ラ ク ト ー ス 、 マ ン ノ ー ス 、 グ リ コ ー ス が 霊 芝 の 生 育 過
程 で 組 成 さ れ る 遺 伝 的 要 因 よ り も 樹 の 種 類 に よ っ て 組 成 が 生 成 さ れ 、 そ の 依 存 性 が 強 い こ
と が 判 明 し た 。 特 に 高 分 子 、 水 溶 性 多 糖 体 に そ の 傾 向 が 強 く み ら れ る 。
高 分 子 、 水 溶 性 多 糖 体 は こ れ ま で 抗 腫 瘍 物 質 と さ れ て い る が 、 含 有 量 的 に も 微 量 で 不 安 定
と さ れ て い た が 、 樹 の 選 択 に よ っ て 含 有 量 が 大 き く 変 わ る こ と が 解 り 、 霊 芝 の 医 薬 学 的 研
究 の 基 礎 の 確 立 の 道 が 開 か れ た 。
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